






【輸送の安全に関する基本的な方針】

≪宮交グループ経営理念≫
○安全を追求し、安心・信頼されるグループを目指します
○夢と感動を笑顔で運びます
○明日に向けて、あらゆる可能性に挑戦し続けます

≪宮交グループ行動指針≫
○常に基本を守り、プロとして責任ある行動を約束します。
○お客様の心の声に耳を傾け、笑顔で最高のおもてなしを約束します。
より高い目標にも積極的に取組み、勇気と信念を持って挑みます。

≪安全憲章・安全指針・私たちの安全宣言≫　　　　　　　　今日までお互いに励まし合い、努めあってきた、私共の大事な合言葉です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左記に示した基本的方針を、カードサイズで作成し、全従業員が常に携行して、日頃か 　　　　
ら安全に対する自覚と責任を持った行動を行うこととしています。　



【輸送の安全に関する組織体制及び情報伝達と指揮命令系統】

≪組織体制≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪指揮命令系統≫

≪緊急非常時の組織≫
緊急事態または非常事態が発生した場合は、バス事業部門の本社勤務員（バス事業部・乗合部・貸切部・運行管理部・整備部）及び、該当する運行事業所の所属
員で構成した本社対応チームを結成し対処する体制をとっております。

≪輸送の安全に係る情報の伝達体制≫
法令規定の改定や適性運行を維持するために必要な情報を整理し、本社関係部署を中心に各運行事業者と外部機関が連携し、社長から現場部門まで従業員全
員が情報を共有できる体制をとっております。

≪事故・災害等に関する報告連絡体制≫
当社では、日頃から事故や災害の発生を未然に防ぐこと、事故や災害が発生した時は人命の救助を第一とし、かつ、その災害を最小限にとどめること等を目的とし
た「バス事業危機管理基準」を定めております。この規定に基づき事故や災害等の発生時には、速やかに報告連絡を行う体制をとっております。
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【運輸安全管理規定の概要①】

≪運輸安全管理規定の概要≫

（目的）この規定はバス輸送の安全を確保するため、当社従業員が守るべき事項を定め、バスの安全性の向上を目指すものです。

（方針）社長は、安全輸送が事業経営の根幹であり事を認識し、社内における主導的な役割を担います。
　　　　また、社長は現場の声に耳を傾け、安全の確保がいかに重要であるかを周知させます。
　　　　会社は宮交グループの運営指針である「経営理念」及び「行動指針」をはじめ交通事業部門の「安全憲章」「安全指針」「安全宣言」を基本
　　　　として、社員の安全意識の高揚を図ります。

（重要点施策）輸送の安全に関する情報については、積極的に公表します。
　　　　　　　1.安全は、経済性・定時制・快適性等のどの品質要素よりも優先させます。
　　　　　　　2.安全は、公共輸送機関としての原点であり常に最高水準を目指しています。
　　　　　　　3.安全に関する費用の支出及び投資は積極的かつ効率よく行います。
　　　　　　　4.安全に関する内部監査を行い、必要な是正措置又は予防措置を講じます。
　　　　　　　5.安全に関する情報な連絡体制を確立し、社内における必要な情報を伝達・共有します。
　　　　　　　6.安全に関する教育及び研修・訓練計画を策定し確実に実施します。
　　　　　　　・社員は仕事を進めるにあたり法律はもとより社内の規定を守ります。
　　　　　　　・社員は事業場の決まりに疑問を感じたときは上司に報告し、会社はその政策を練ることとします。

（目標・計画）会社はより高く安定した安全を目指して年間目標や年間計画を立てます。

（経営者として） 社長は、輸送の安全確保のための最終的な責任者となります。
　　　　　　　　宮交ホールディングス（株）は、宮崎交通（株）の安全確保のため指導監督を行います。
　　　　　　　　1.予算を確保し、輸送の安全確保体制を整備させ適宜見直しを指導します。
　　　　　　　　2.安全統括管理者の意見や申し入れを尊重します。
　　　　　　　　3.安全確保のための業務を実行させます。また方法について必要な改善や対策を指導します。
　　　　　　　　



【運輸安全管理規定の概要②】

（安全の管理）会社は、次の担当者を選任し、現場における安全運行体制を整え、日常業務を通じて実践させます。
　　　　　　　・最高責任者…………宮崎交通（株）代表取締役社長
　　　　　　　・安全統括管理者……宮崎交通（株）バス事業担当部者
　　　　　　　・危機管理総括者……本社の役席者、運行事業の所属長
　　　　　　　・安全管理者…………各事業所の所属長、統括運行管理者、整備管理者

（情報の共有）現場と管理側の風通しをよくし、輸送の安全を確保するために情報の共有や伝達が確実に行われるようにします。

（非常事体制）安全統括管理者の指揮により全員が情報を共有し、日頃からの備えと人命優先に活動します。
　　　　　　　「宮崎交通（株）バス事業危機管理基準」・「非常時の手引き」・「危機管理マニュアル」

（教育と研修）会社は、社員（乗務員・従業員）に対して定期的に安全に関する指導と研修及び訓練を行います。

（監査・検証）会社は、1年に1回以上、安全運行についての内部監査を行います。
　　　　　　　社長は、監査や報告書をもとに安全確保のための改善や是正と予防等の措置を講じます。

（情報の公開）会社は、輸送の安全確保のための方針・施策・実績を毎年度当初にホームページにて公開します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●平成19年1月1日より施行　●令和3年6月23日最新改定

≪安全統括管理者≫

　　　　　　バスの運行の安全を見守り、安全の確保を指揮する「安全統括管理者」は、下記のものを選任しております。

　　　　　　菊池　宣行　　　　宮崎交通（株）運行管理部部長


